
今後の進め方について 

 

１．今後の推進体制について 

 ① 各地域で推進体制を整備し、プログラムを着実に推進する。 

② 地域協議会は、2020年まで年１～２回程度開催し、プログラムの進捗状況を確

認するとともに、プログラムの見直し等について議論する。見直しが必要な場合

は、作業部会を適宜開催し、修正案を作成する。 

 ＜今後の推進イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．他事業との連携について 

  栃木デスティネーションキャンペーンや「山の日」全国大会、「日本の旬 北関東」

キャンペーン等と一体的に取組を進めていく。 

  例）「山の日」全国大会に合わせた自然公園施設の整備 

新規の自然体験メニューを開発⇒ＤＣ、日本の旬ＣＰ等を活用し旅行商品化 

 ＜ＤＣとの連携イメージ＞ 
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